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（TEL           03－5466－5061） 
 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

  最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 8 月 8 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期の通期業績予想及
び配当予想を、下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 
 

１．業績予想の修正について 

 

平成 30 年 3月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4月１日 ～ 平成 30 年 3月 31 日） 

          売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

316,000 

百万円 

17,700 

百万円 

18,900 

百万円 

13,700 

円 銭 

128.38 

今回修正予想（Ｂ） 321,000 19,100 19,900 14,400 134.95 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,000 1,400 1,000 700  

増  減  率（％） 1.6 7.9 5.3 5.1  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 3月期） 
243,618 17,211 18,839 13,691 128.30 

                                               
平成 30 年 3月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 29 年 4月１日 ～ 平成 30 年 3月 31 日） 

           売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 

307,000 

百万円 

17,500 

百万円 

17,700 

百万円 

12,700 

円 銭 

119.01 

今回修正予想（Ｂ） 313,000 19,000 19,400 13,900 130.26 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 6,000 1,500 1,700 1,200  

増  減  率（％） 2.0 8.6 9.6 9.4  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 3月期） 
236,305 17,114 17,619 12,655 118.59 

 

修正の理由 

（個別業績予想） 

売上高は完成工事高の増加により 60 億円増加する見込みです。利益面では主に工事採算の向上に伴う完成工事

総利益の増加により、営業利益は 15 億円、経常利益は 17 億円、当期純利益は 12 億円増加する見込みです。 

なお、完成工事総利益率は、10.4％（建築 10.7％、土木 9.1％）となる見込みです。 
 

（連結業績予想） 

個別業績予想の修正に加え、持分法による投資利益の見直しに伴い修正を行うものです。 

 

 



 

 

 

 

 ２．配当予想の修正について 
   
 

                                  年間配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回発表予想 

（平成 29 年 8月 8日発表） 

円 銭 

10.00 

円 銭 

16.00 

円 銭 

26.00 

今回修正予想  18.00 28.00 

当期実績 10.00   

前期実績 

（平成 29 年 3月期） 
5.00 21.00 26.00 

 
  修正の理由 

当社は事業環境の変化に対応しうる健全な財務基盤の形成が重要であると認識する一方、株主の皆様に対する

継続的な利益還元を重要な施策と考えており、各期の業績、将来の見通しを踏まえつつ、連結配当性向 20％以上

を目標に、配当を実施することを基本方針としております。また、中間配当金は、中間期の業績及び年度の業績見

通しを踏まえて実施することとしております。 

この基本方針のもと、今回の業績予想の修正を踏まえ検討した結果、平成30年 3月期の配当予想につきまして、

期末配当金を当初予想の 16 円から 2円増配し、18 円に修正いたします。これにより、平成 30 年 3月期の 1株当

たり年間配当金は、中間配当金 10 円と合わせ 28 円となります。 

  

 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。    

 

以 上 


